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1。はじめに

現在日本では少子高齢化社会の到来や,産業・経

済の構造的変化,雇用の多様化・流動化等が進んで

いる。就職・進学を問わず,子どもたちの進路や生

き方を巡る環境は大きく変化している。また,教育

を取り巻く環境も大きく変化しており,これからの

社会と教育の動向を考えれば,様々な問題が生まれ

てくることは容易に想像できる。

そのような中で,子どもたちが「生きる力」を身

に付け,社会の激しい変化に流されることなく,そ

れぞれが直面するであろう様々な課題に,柔軟かつ

たくましく対応し,自立していく力を身に付けるこ

とが求められている。その力を育むためには,キャ

リア教育が大きな一助となると考えられる。

2.実践研究主題の設定と経緯

2.1キャリア教育に着目した理由

生徒が学ぶ技術科教育の素養は,動労観・職業観

をはじめとして,キャリア教育で身に付ける能力と

密接につながっている。

例えば,一昨年度に技術・家庭科2年生の技術分

野「技術とものづくり」で,動労観・職業観を育む

ための授業を行った。授業後のアンケートから,生

徒に次のことを意識付けることができたことが分か

る。「ものづくりには時間と労力が必要で,汚れや

騒音などの人が嫌がることがつきまとうが,できあ

がった時には成就感・達成感があること」,「授業

を通して学んだことは,産業(ものづくり)に関係

し,働くことの大変さや大切さに気付くことができ

たこと」などである。

キャリア教育に関する記述は,新学習指導要領の

どの教科・領域にもあるが,系統立てられた学習内

容としては述べられていない。そこで,技術科教育

において効果的にキャリア教育を行う方法を追究し

たいと考えた。

2.2具体的なカリキュラムが存在しない「キャリア

教育」

キャリア教育は「毎日,一定の集団・社会の中で

生活する中で,様々な人・もの・ことや情報と関わ

っていく中で行われるもの」である。つまり,多様

なフィールド(日常生活,教育現場)全てがキャリ

ア教育の場となりうる。 しかし,今回の研究という

観点からは,教育現場(技術科教育の授業)に焦点

をあてる必要がある。

各教科の目標はそれぞれに特徴をもっているが,

図1に示すように,技術科教育ほどキャリア発達の

寄与に特化したものはないと考えられる。

技術科教育はものづくりの実践的・体験的な学習

活動を通して,勤労観・職業観などを育むことに適

しているため,技術科教育とキャリア教育を結びつ

ける授業の重要性が見えてくる。そこで,キャリア

教育を技術科教育で行えるように,新しい発想のカ

リキュラムを編成することを考えた。

図1 多様なフィールドとキャリア発達の関わり

3.これまでの研究経過とのかかわり

3.1既往の研究

木製品製作において,勤労観・職業観を育むため

の授業を行った。授業時間内は,勤労観・職業観が

身に付いたと思われたが,1か月も経過するとその

意識は減衰していった。そのため,3年間のカリキ

ュラムを編成し,系統だった授業を取り組むことが

必要であるという結論に至った。

この授業を通して,勤労観・職業観だけにとどま

らず,キャリア教育全般に関わる研究の必要性を意

識し,本研究に取り組むこととなった。

3.2技術科教育におけるキャリア教育に関する研究

技術科教育の目標とキャリア教育の定義を比較す

ると,共通する部分が多々あることが分かる。技術

科教育とキャリア教育の互いのよさを融合させれ

ば,教育効果の高い授業が実現できると考えられる。
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しかし,キャリア教育と技術科教育を結びつけた

研究は,まだ論文としても書籍としてもあまり発表

されていない。そこで,本研究がその先進的な取り

組みとなるように考えている。

3.3他の教育研究

河崎智恵氏は,「家庭科におけるキャリア教育の

開発に関する研究」と称して,「家庭科の在り方を

キャリア教育の観点から吟味して,家庭科における

キャリア教育の理論と方法について考察し,ブログ

ラムを開発することを目的としている。具体的には,

家庭科におけるキャリア教育の意義と在り方を検討

して,家庭科におけるキャリア教育モデルを構築し,

高等学校で実施可能なプログラムを開発することを

目指す。」と述べている。

河崎氏の論点は,私の目指すものと合致しており,

研究の参考になると考える。ただし,高等学校教育

と中学校教育は異なるものであり,技術科と家庭科

の特性の違いを理解した上で研究を進めねばならな

い。

4.実践研究の概要

4.1現任校の生徒の実態

私の動務校では,対人暴力や器物破損などの問題

行動・怠学傾向の強い生徒による授業妨害・不登校

生徒の増加など,多くの問題を抱えている。また,

卒業生の進路後の報告を聞くと,上級学校進学後の

退学や,就職決定後の早期退職,フリーターやニー

トの多さに驚かされる。これらのことは,在校生・

卒業生ともに,キャリア発達が不十分であることを

意味すると考える。そのため,キャリア教育による

子どもたちのキャリア発達を促す必要があると考え

た。

4.2技術科教育とキャリア教育との結びつき

技術科教育とキャリア教育との結びつきを,図2

に示す。技術科教育では,技術的素養を育むために,

技術科教育のカリキュラムが編成されており,Aか

らDの4つの内容を行う。技術的素養を身に付ける

ことは,キャリア発達に関わる諸能力全てを身に付

けることにつながり,キャリア教育を技術科教育で

行うことができるということを示している。

キャリア教育は学習指導要領に述べられてはいる

ものの,具体的な手だてやカリキュラムについては

言及されていない。 しかし,技術科教育を行うこと

で,キャリア教育の目的を満たすことが可能である

と分かった。その方法について追究していきたい。

4.3キャリア教育における「人間関係形成能力」の

伸長

キャリア教育で育まれる能力は,4領域8能力で

ある。本研究ではその中の1領域である「人間関係

形成能力」に焦点をあてたいと考えている。近年。

「人間関係から生じる間題」が社会的な問題となっ

ており,教育現場でも深刻な問題となっているから

である。

キャリア教育における人間関係形成能力は,技術

科教育の「ものづくり」の場において特に培うこと

ができると考える。それは,授業において共同作業

を行う場面を設定しやすく,人間関係形成能力の目

標である,自己や他者の良さに気付き合いながら,

コミュニケーションスキルの向上を図ることができ

るからである。

そのための共同作業による授業形態をグループ学

習と呼び,効果的な学習方法や題材を追究・検証し

ていく。

4.4人間関係形成能力とグループ学習との関わり

技術科の授業は,学習内容や時間数の制限などの

図2 技術科教育とキャリア教育との結びつき
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面から,「技術の伝達」「知識の伝達」という授業

になりがちである。

作品の製作などの実習の場面においても,1つの

作業机に数名の生徒が座って作業を行う場面はある

が,同じ場で作業を行うだけであることが多い。

そこで,グループ学習を行うことによって,技術

科教育の学習内容に,キャリア教育の視点において

伸長できる力をプラスすることができる。

特に人間関係形成能力は,グループ学習によって

効果的に伸長できるものと考える。人間関係形成能

力で期待される能力であるコミュニケーションスキ

ルや,自己及び他者理解の姿勢,自己及び他者の役

割を理解しながら活動する態度などは,グループ学

習で取り組む内容に合致する。

表1で示すように,人間形成能力の伸長とグルー

プ学習には大きな関わりがあるため,技術科教育の

学習形態にグルーブ学習を取り入れることは,教育

効果を増大するであろうことが期待できる。

表1 人間関係形成能力とグループ学習との関わり

5。実践研究の構想と方法

5.1研究のねらい

技術科教育において,キャリア教育で育むことが

できる能力(4領域8能力)の発達を促す。その手

段として,技術科教育とキャリア教育を結びつける

授業の在り方を追究する。特に,人間関係形成能力

に着目し,グループ学習を取り入れた授業を展開し,

その教育効果を検証することをねらいとする。

5.2仮説と手立て

研究主題である,「技術科教育におけるキャリア

教育の在り方 -グループ学習を通しての,人間関

係形成能力の伸長-」について,研究仮説と手立て

を以下のように考える。

【仮説】

共同作業を通し,コミュニケーションの場を

設定することで,人間関係形成能力の伸長を図

ることができる。グルーブ学習を中心に授業を

展開することで,高い効果が得られる。

【手立て】

｢話し合い活動の充実｣,｢協力し協同作業

を行う活動の展開｣によって,コミュニケーシ

ョンを図り,協力・共同してものごとに取り組

むための授業を行う。

5｡3研究の構想

本研究では,技術科教育において,キャリア教育

における人間関係形成能力の伸長を目指す手立てを

講じていきたい。

育成したい生徒像と研究実践との関係を表した構

想図(図3)と,人間関係形成能力を育成する基本

的な考え方を,以下に示す。

図3 研究の構想図

【手だて1】 話し合い活動によるキャリア発達の

支援

グループによる話し合い活動の場を設定し,自分

の考えを発表し,他の意見を聞くことにより,自己

と他者の違いを知ることをねらいとする。

コミュニケーションを通して話す・聞く・考える

ことにより,新たなものの見方や考え方を芽生えさ

せ,自己の個性に気付くこと,他者の良さに気付き

尊重する姿勢の形成を目指す。

【手だて2】 協力し共同作業を行う活動を通した

キャリア発達の支援

協力してグループで活動する共同の場を設定し,

互いに助け合いながらよりよく活動に取り組むこと

をねらいとする。

班内で役割分担をし,声をかけ合い,互いに支え

合い助け合いながら作業をする場をもつことによ

り,コミュニケーション能力を高め,自己理解・他

者理解を深めることを目指す。

5.4人間関係形成能力の発達を計る観点

本研究では,「技術科教育とキャリア教育とが結

びっいたか」を検証しなければならない。それを検

証するための方法として,「生徒に人間関係形成能

力が身に付いたか」を測る必要かおる。そのための

評価の観点と項目を,表2にあげる。
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表2 人間関係形成能力の発達を測る観点

6。実践研究の記録1「名刺づくり」

本研究における実践内容を,以下に述べる。

第1次実践は,第2学年280名を対象に,平成

22年4月より実施した。

6.1単元

D:情報に関する技術(画像処理ｿﾌﾄｳｪｱの活用)

6.2日標

<技術科教育としての観点>

ソフトウェアの機能を活用する力を身に付け,自

分の望む作品を作成することができるようにすると

ともに,情報の適切な取り扱い方を考えることがで

きる。

○ 図形処理ソフトウェアの機能に関心をもち,

活用しようとする。

○ 相手に自分の情報がよりよく伝わるように,

情報を取捨選択することができる。

○ 自分がイメージ(計画)したとおりに,情報

を加工することができる。

○ 個人情報について,その重要性や取り扱いに

ついての長所・短所を説明することができる。

<キャリア教育としての観点>

他者の個性を尊重し,自己の個性を発揮しながら,

様々な人々とコミュニケーションを図り,協力・共

同してものごとに取り組むことができる。

○ 話し合いの場では,自己の考えを伝えるとと

もに,他者の意見を聞くことができる。

○ 自己と他者の違いを知り,それぞれに個性が

あることに気付き,尊重することができる。

○ 協力・共同することを通し,よりよい人間関

係を築き,作業することができる。

6.3指導計画(7時間完了)

上記の目標を達成させるため,表3に示す指導計

画を立てて授業にあたった。

表3 「名刺づくり」の指導計画

6｡4授業の様子

グルーブ学習において,自分の考えを発表し,他

の意見を聞き,新たな価値や考えを形成するための,

話し合いの場を設定した。

その話し合いによって,コミュニケーション能力

の伸長と,自己・他者の違いを理解し,互いを尊重

する姿勢を身に付けることができた。

具体的な話し合い活動の様子を,図4に示す。こ

れは授業内容①の名刺の役割を考える場面である。

図4 話し合い活動の様子

これまでの授業では,生徒は互いの考えをまとめ

るための話し合いをする経験をあまり積んでいなか

った。そのため,グループでの話し合いの場では,

何を話していいのか分からず,おしゃべりをするだ

けになってしまったり,話し合いに参加しようとし

なかったりする生徒が多くいた。

それを改善しレ話し合いの手法を身に付けさせる

ために,図5のようなカードを準備した。それによ

って,話し合いの進行はスムーズに行うことができ

るようになった。また,この他の場面でも同様に話

し合い活動を行ったが,順調に話し合い活動を行う

ことができた。

これらの活動を通して,コミュニケーション能力

が高まり,自分の考えを話し,他者の考えを聞き,
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新たな考えをもつことができた。そして,自己や他

者の良さを知り,尊重する姿勢が身に付いていった。

図5 話し合いの し

6｡5実践研究1における手だての検証

授業を通して,コミュニケーション能力が伸長し

たことがつかめた。

話し合い活動を通して,話す・聞く・考えること

で,新たなものの見方や考え方を芽生えさせ,自己

の個性に気付くこと,他者の良さに気付き尊重する

姿勢が形成できたと考える。

図6の生徒の名刺の変化と,生徒の感想をもとに

手立てが有効であったか検証していく。

図6 左:アドバイス前,右:アドバイス後

(名刺内の名前は仮称である)

この作品をつくった生徒は,級友から「フォント

を変えたら?」,「字の色を変えるといいかも」と

アドバイス活動で助言をもらった。文中の図では,

色の変化は見づらいが,フォントが変更されている

のが確認できる。この生徒は,次のように感想を残

している。

この生徒だけではなく,多くの生徒が作品を改善

し満足のいく作品をつくることができた。

話し合いの中から,相手からもらったアドバイス

通りに直すのではなく。自分の考え(価値)を大切

にしながら,よりよいものをつくりあげる力を身に

付けることができたと言える。

これらの感想から,人間関係形成能力を伸長する

ために,話し合い活動は有効であったと考える。

7.実践研究の記録2「卓上扇風機づくり」

第2次実践の内容を,以下に述べる。第2学年2

80名を対象に,平成22年9月より実施した。

7.1単元

B:エネルギー変換に関する技術(エネルギー変

換に関する技術を利用した製作品の設計・製作)

7.2日標｡

<技術科教育としての観点>

電気教材「卓上扇風機」の製作を通して,電気を

動力に変換する電気機器のしくみを知り,製作に関

わる知識・技能を身に付ける。

○ 教材の製作について興味・関心を示し,進ん

で製作に取り組む。

○ 電気機器のしくみについての知識を身に付け

る。

○ 教材製作に必要な技能を身に付ける。

○ 教材製作をよりよく進めるための工夫を考え

る。

○ 製作した教材が,よりよく動作するための工

夫を考える。

<キャリア教育としての観点>

他者の個性を尊重し,自己の個性を発揮しながら,

様々な人々とコミュニケーションを図り,協力・共

同してものごとに取り組むことができる。

○ 話し合いの場では,自己の考えを伝えるとと

もに,他者の意見を聞くことができる。

○ 自己と他者の違いを知り,それぞれに個性が

あることに気づき,尊重することができる。

○ 協力・共同することを通し,よりよい人間関

係を築き,作業することができる。

7.3指導計画(12時間完了)。･

上記の目標を達成させるため,表4に示す指導計

画を立てて授業にあたった。
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7｡4授業の様子

この実践では,1グルーブ4・5人でのグルーブ

学習を行った。授業の流れの中で役割分担を守るこ

とや,声かけ活動を励行した。誰もがどの班員に対

しても,1日1回は声をかける機会をつくった。

この授業によって,コミュニケーション能力の伸

長が見られた。また,互いに助け合い支え合う姿勢

が身に付けられた。

これまでの授業では,生徒は一緒に活動している

班員を,「同じ作業机に座って活動をしているだけ

の人」と捉えていた。そこで,互いに積極的に話し,

関わりがもてるようにするために,役割分担を徹底

させ,声かけ活動をするようにした。具体的な例を

図6に示す。

声かけが形式だけにならないように,思いやりや

感謝の気持ちが伝わるように話させた。また,渡す

ときに投げたりひったくるように受け取ったりする

と,相手に不快感を与えることなども教えた。そし

て,授業を重ねるうちに,自然に「ありがとう」や,

「手伝おうか?」という声かけが出るようになった。

また,作業での手立てを述べる。卓上扇風機づく

りは実習である。 1つの工作台に,4・5名の生徒

の生徒が作業を行う。

卓上扇風機の作業は,1人で行えるものであるが,

2人で作業をした方が効率よくきれいにできる作業

が多く含まれている。そこで,写真1のように 2

人で作業ができるように実習の指示を与えること

で,お互いに助け合う場を設定した。

協力して作業をすることへの抵抗は,見受けられ

なかった。声かけ活動を普段から行ったいたことか

ら,気軽に班員へ助けを求めることができたようで

ある。

協力して作業を行うことは,他者に感謝する気持

ちや,自分が相手にとって支えになっている実感を

もたせることができる。生徒たちはよい表情で互い

に助け合いながら活動を行い,写真2のように,作

品を完成させることができた。

写真2 卓上扇風機の完成写真

7｡5実践研究2における手立ての検証

この実践において,協力してグループで活動する

共同の場を設定し,互いに助け合いながらよりよく

活動に取り組むことや,班内で役割分担をし,声を

かけ合い,互いに支え合い助け合いながら作業をす
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る場をもつことによって,コミュニケーション能力

を高め,自己理解・他者理解を深めることができた

と考える。生徒の感想をもとに手立てが有効であっ

たか検証していく。

【声かけ活動についての感想】

t哨えめな子も･外と樟き,く的|謡μぐれ1バ諜。

岡じｹﾞ心ア,7ね法4fなせよ(むも･Jt--':

1ま,･-^'tl-tt)んなどヽ1‘し い今こ,･り･し,

抑lブ嘔゛7・トシか√71班が明馳脳・パヤ(嘩汗へ九,

声かけ活動を行うことで,班内が明るくなり,普

段あまりしゃべらない生徒にも話すことができるよ

引こなったことが感想からつかめた。それだけでな

く,これからもその班員とも仲良くしていきたいと

いう気持ちも芽生えさせることができた。

【役割分担と共同作業についての感想】

冰7罵工涛!にみぺ昨か八口Arよ叙窄びぞゆ｡たじ々1おでき。7冲｀

'ず乖甲(榴い八-7,rh9t' べてと・

-外、X4収か亨脚でitごて いjJ。琳ん塚で協j2じ1やS嚇瀕t

雅・ilt小でtSa、

役割をしっかりと果たすことで,作業がスムーズ

に行えることや,協力することで楽しく活動できる

ことやその大切さを知ることができたとつかめた。

これらの感想から,人間関係形成能力を伸長する

ために,声かけ活動や協力して協同する活動は,有

効であったと考える。

8.仮説の検証

8.1 Tンケート内容と生徒の変容

授業実践後に,生徒へのアンケートを行った。そ

の設問と回答をグラフ化したものの一部を,図7,

図8,図9,図10に示す。

図7質問｢話し合いt通して,自分の考えを

深めることができた｣の回答

図9質問｢話し合い鴉は自鮭賑

1せてくれると思う｣の回答

図8鯛｢話し合い1通して財の鮭を

知ることができた｣の回答

図10質問｢学脚(ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習)

に靫している｣の回答

また,生徒の行動の変容を,図11,図12,図
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図11鯛｢自分の勧や雛が分かり,それ紐かしている｣の回答

図12質問｢他者の鮭が分かり,それを尊重して接している｣の回答

図13鯛｢共脂動の場で｣ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1とろうとする｣の回答

8｡2考察

図7から10は,授業についての生徒の意識を調

査したものの結果である。これらの4項日に対して,

「はい」と「概ねはい」の合計がそれぞれ約9害qを

占めていることから,生徒は授業に対して肯定的に

とらえていることが分かった。

図11から13は,生徒の日常生活での行動の変

容について調査したものの結果である。

図11の設問「自分の良さや倍腫を分かり,それ

を生かしている」については,「はい」と「概ねは

い」の合計の割合が,昨年度の3月より約20‰増

えた。

話し合い活動の中で,自分の考えが認められたこ

と,共同作業を通して「ありがとう」をたくさん言

われるようになり,自己肯定感が高まったことがよ

い変容につながったと分析した。

図12の設問「他者の良さを分かり,尊重して接

している」については,「はい」と「概ねはい」の

合計の割合の変化は少ないが,「概ねはい」から「は

い」への割合の変化が約20%ある。

目常生活ではあまり話さない他者の考えを,話し

合い活動の中で知ることができたことや,共同作業

を通して助け合うことで感謝の気持ちを感じられた

ことが,このような変容につながったと分析できる。



図13の設問「共同活動の場でコミュニケーショ

ンをとろうとする」については,グラフに大きな変

化は見られず,微増・漸減しただけとなった。 しか

し,若干「はい」と「概ねはい」の合計が増えてい

る。

7月に「概ねいいえ」と「いいえ」の割合が微増

しだのは,3月時に共同活動の場でコミュニケーシ

ョンをとることをあまり意識したことがなかった生

徒が,コミュニケーションをとることの難しさを授

業を通して認識したためである。

また,授業を重ねていくことで,11月までにコ

ミュニケーションをとることに対して,好感をもて

るようになってきたことが,「はい」「概ねはい」

の微増につながったと分析する。

最後に,生徒の変容に,技術科教育が影響を与え

たかについて図14を元に述べる。
いいえ

図14鯛「蜘の熊は,人賜朧力の鮪こ影駐与えたか」の回答

図14の設問「技術科の授業は,人間関係形成能

力の伸長に影響を与えたか」について,「はい」と

「概ねはい」の合計が78‰ある。

キャリア教育による能力の伸長が,様々なフィー

ルドで,多様な人・もの・こと・情報によって伸長

していくことを考えると,今回の実践による結果は,

大きな成果であると言える。

8.3成果と課題

これらの結果から,技術科教育においてグルーブ

学習を取り入れることは,キャリア教育で育まれる

能力である人間関係形成能力を,生徒に身に付けさ

ることができることが分かった。

生徒はコミュニケーションスキルを高めるととも

に,自己理解・他者理解を深めることができた。多

くの生徒がグルーブ学習を行ったことに対して,概

ね授業内容と自己の成長において満足している結果

が示された。

本研究では,人間関係形成能力に着目して授業実

践を行った。その結果から,教科教育にキャリア教

育を取り入れるための視点をもてば,生徒のキャリ

ア教育に関わる能力を伸ばすことができることが分

かった。

今まで技術科教育において,グルーブ形態におけ

る学習は行われていたが,グループ学習はあまり行

われていなかった。週に1時間という制約があるた

め,効率よく授業を展開する必要性かおり,一斉授
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業を取り入れることが多くなるのが要因である。

また,実習における製作では,たいてい個人で1

作品をつくる。グルーブ形態をとるものの,他者と

の積極的な関わりはあまりない。

一斉学習や個別学習においても,人間関係形成能

力は育まれるが,グルーブ学習を取り入れることは,

その成長をより伸長させることができる有効な手立

てとなると,今回の実践から分かった。

技術科教育とキャリア教育を結びつけるために行

った実践内容の1つ(名刺づくり)を,表5にまと

めた。技術科教育で身に付けさせる力を伸長させる

とともに,キャリア教育で伸長させる能力を無理な

く授業内に収めることができることが分かる。

今までの技術科教育を行うだけの授業ではなく,

キャリア教育という付加価値をつけることで,生徒

により質の高い授業を提供することができると言え

る。

今回は人間関係形成能力に焦点をあてて実践を行

ったが,キャリア教育には他にも情報活用能力・将

来設計能力・意思決定能力という3つの領域があ

る。今後,これらの能力についても検討を行ってい

きたいと考える。

表5技術科教育とキャリア教育を結びつける実践例


